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研究成果の概要：
本研究では生命科学の飛躍的発展がもたらしている教育現実への影響について、教科書・教

育課程で取り扱われている「いのちの尊厳」の学びに焦点を当てて、その実際を明らかにした。
また国際比較研究の一端としては日本との文化的・思想的・歴史的な繋がりが強い東アジアに
対象国を特化した研究を実施し、中国・韓国の教育学研究者と共同討議を行い、死生観・生命
科学の位置・教育現実での問題点、日本との共通点を明らかにできた。
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１．研究開始当初の背景
教育現場ではいじめによる自殺や異質な

他者を排除する悲惨な状況が頻発している。
そこには人間の尊厳を毀損する問題が「いの
ちの尊厳」を学びえていない教育課程として
見えている。このことは学問研究の成果を取
り込む教育課程編成のあり方としても大き
な反省を促すものである。そうした現実の背
景には生命科学の飛躍的発展がもたらして
いる人間の生命に関する理解の仕方が影響
をもっている。生命を科学的技術的に操作可
能になることを当然とみなす考え方の支配
である。科学の功績のみが過大評価されてい

る風潮によって、ゲノム・クローン・遺伝子
操作・臓器移植 etc.がもたらす負の側面に対
しては教育も無関心であることによって、
「いのちの尊厳」に対する正しい理解がなさ
れていない教育課程編成のあり方と言える
に。この問題は現代ではグローバルに共通し
たことでもあるので、わが国の生命科学と教
育学の関連性がどのようになっているかを
理解するためにも、国際比較による解明が求
められる。その際、日本と比較的歴史と文化
を共通基盤に据えることのできる東アジア
の国々との比較を通して、「いのちの尊厳」
についての教育内容と育成課題を明らかに
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する時代状況にあると認識した。
２．研究の目的

本研究は現代の生命科学の飛躍的発展に
よって現出してきた人間の生と死の解釈問
題が、初等・中等および高等教育の現場にお
いて生じさせているかを分析し、その教育的
対応を東アジア（中国・韓国）との比較を通
して理論的実証的に解明することを目的と
している。この目的実現のために中国と韓国
の教育思想と学校現場で展開されている具
体的内容を検討し、特に我が国と教育関係を
深めている中国・韓国の教科書の分析および
両国の教育研究者との共同研究会を発足さ
せ積極的な意見の交換を通じて共通の教育
課題について研究連携を深めることをめざ
す。そのため生命科学・医学・看護学の専門
家と教育学研究者との対話を重視すること
とする。
３．研究の方法

理論研究として国内外の関連資料を収集
整理し、東アジアの国々で使用されている教
科書を分析する。いのちの教育を実践してい
る現場教師との共同研究会を開催して実態
を把握するとともに、教科書が与える生徒へ
の死生観の学び方を確認する。学際的研究を
推進するために医学・生命科学の専門家を招
聘して研究会での討議と問題抽出を行う。大
学生へのアンケート調査を実施し、学問分野
別の死生観に関する認識に相違があるかど
うかを分析するとともに、教職課程に在籍す
る学生のいのちの尊厳に関する意識を解明
する。国内の特別支援学校におけるいのちの
尊厳教育に対する対応および教育内容を実
施調査する。中国・韓国の教育学研究者との
共同研究を推進するため、いのちの尊厳教育
に関する両国の教育現実について討議する。
以上の成果を踏まえて初等・中等・高等教育
の各段階におけるいのちの尊厳教育を実践
方向づけるための教科書の内容と教育課程
の編成に寄与できる提言を行う。

４．研究成果
生命科学による生命理解と「いのちの尊

厳」および死生観に関する関連資料について
はほぼ収集整理でき、また外国の教科書に関
しては中国・韓国・ベトナムの教科書を収集
し関連内容を翻訳し、タイの教科書について
も分析を試みた。それらと日本の教科書を比
較することにより、わが国の生命科学に関連
する教育内容が他国に比べて質量ともに充
実していることがわかった。しかし、一方で
はそれらの記述内容自体が必ずしも正確性
を維持しているとは限らず、専門術語の内容
を生徒が理解できるような工夫がなされて
おらず、「いのちの尊厳」に関して触れてい
る教科書は皆無であることが知られた。教育
課程編成において考慮すべき課題である。

医学・生命科学の専門家との討議では科学
的研究の現場意識が成果主義に支配されて
いることが再確認でき、また人文社会科学と
自然科学とではいのちの概念が決定的に相
違することも明確になった。人間の理解の仕
方として精神を含めた生命体全体を問題に
する人文社会科学に対して、物質として生命
を理解する自然科学との断絶をどのように
埋めるかが問われる。「いのちの尊厳」を考
える教育においては、両者の積極的な対話と
共同研究の推進にかかっていると判明した。

近代化の流れの中で大家族の減少が進行
し、青少年にとっては身近に死に関する体験
ができない状況が支配的となり、東北地方の
中学生の「いのち」の学びを検証すると大都
市の生徒がその機会を持っていないことも
明確になった。大学生に対するアンケート調
査の結果は共同研究者の関係大学に限定し
たが、８大学の差は学問分野に応じての差と
して理解できる結果であり、医学・看護学関
係の学生と人文社会科学関係の学生とは生
命観に相違が見られた。この理由を解明する
ことも初等・中等教育での進路指導との関係
で見えてくるものがあるのではないか。

中国・韓国との研究課題に関する共同研究
では、両国との研究討議をそれぞれの国で行
い、両国共に少子化推進を行っている点から
生命科学の成果に関しては教育課程での配
慮は特になされていないと知られた。強化書
の分析においても道徳的視座からの一般論
はあるが、重点的な「いのちの尊厳」教育は
なされていないとわかり、わが国と同じ問題
関心を共有できた。一方、両国共に死生観に
ついては宗教的・思想的背景が根本にあり、
わが国との認識に大きな相違があると思わ
れた。教育学研究においては両国共に「いの
ちの尊厳」教育に関する研究が未開拓であり、
今後研究協力していくべき重要課題である
との認識に至った。中国でも自殺者の数が多
く、葬送儀式においても近代化の影響と課題
について認識の一致をみることができた。

最後に、教科書および教育課程編成に対す
る「いのちの尊厳」に関する提言については、
研究成果の公表方法についてもこれまで行
ってきた学会発表を重視し、また「研究成果
報告書」（平成２１年３月）を公刊した。ま
た研究代表者（増渕）がこれまでの成果を取
り込んで『いのちの尊厳教育とヒューマニズ
ムの精神』（上智大学出版、２０１０年）と
して出版することができた。
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